
 

2019年度関西支部事業報告 

１．役員会 
・理事会：1回（2019年 5月24日） 
・常任理事会：2019年11月7日、2020年2月19日、3月（書面開催） 

 
２．日本気象学会関西支部第41回夏季大学 

・日時：2019年8月17日（土） 12：45～16：35 
・場所：京都テルサ東館3階大会議室 

（京都市南区東九条下殿田町70番地 京都府民総合交流プラザ内） 
・受講者：112名 
・テーマ：地球温暖化と異常気象 
1 「世界の温室効果ガスの様相を衛星から観る」 

横田 達也氏（国立環境研究所地球環境研究センター フェロー 
東洋大学情報連携学部 教授） 

2 「地球温暖化のこれまでとこれから」 
塩竈 秀夫氏（国立環境研究所地球環境研究センター 室長） 

3 「イベント・アトリビューション～異常気象と温暖化の関連を解き明かす新手法」 
今田 由紀子氏（気象研究所気候・環境研究部第一研究室 主任研究官） 

 
３．例会 

・四国地区：1回、2019年12月6日（金）～7日（土） 
（高松市、大阪管区気象台四国地区気象研究会との共催） 

・中国地区：1回、2019年12月21日（土）（岡山市） 
・近畿地区：1回、2019年12月22日（日）～23日（月） 

（大阪市、大阪管区気象台近畿地区気象研究会との共催） 
・各地区とも、学会員等も出席しやすいよう、休日を含む日程での開催とした。 

 
４．講演会  例会に併せて開催 

・四国地区：「地球温暖化のこれまでとこれから」 
塩竈 秀夫氏（国立環境研究所地球環境研究センター 室長） 

・中国地区：「大気陸面データ同化による局地循環性降水の予測精度向上に向けて」 
辻本 久美子氏（岡山大学大学院環境生命科学研究科 助教） 

・近畿地区：「台風による高潮と高浪について」 
高野 洋雄氏（気象研究所全球大気海洋研究部第五研究室 室長） 

 
５．教育活動の拡充 

・夏季大学に合わせて、大学で気象学を学びたい高校生や気象の知識を活かした就職を希望す
る方を対象にした「気象関係合同進路説明会」を実施（参加総数は18名）。 

・夏季大学において、高校生の参加費を無料にする促進策を実施（28名の応募があり、うち26
名参加）。 

 
６．第13回気象サイエンスカフェin関西 

・日時：2020年2月1日（土） 14：30～16：00 
・場所：英國屋心斎橋店（大阪市中央区心斎橋筋2丁目1−31） 
・演題：「気象予報士試験に合格したいっ‼」 

引地 慶氏（京都産業大学3年生 地学・気象学研究サークルSTEP代表） 
・受講者：7名 

 
７．その他 

・2020年度秋季大会の準備 
関西支部長を大会委員長とする実行委員会を設置し、第 1 回実行委員会を 2019 年 12 月

22日、第2回実行委員会を2020年2月19日に開催した。 
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